
教養・基礎教育部門

令和２年度 研究室活動報告



教養・基礎教育部門 教授 木村 正則、准教授 赤羽 仁志、准教授

西垣 佐理、准教授 ｼｪﾘﾀﾞﾝ ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｰﾝ

１）令和２年度活動報告

教養・基礎教育部門の構成員それぞれの専門分野を基盤として，外国語科目（

とくに英語）に関連する幅広い研究を行っている。令和２年度は、ディケンズ

の『大いなる遺産』における悪の連鎖と慰めというテーマについての論考や、

老いと時間に関する研究に関する書評、良く親しまれた文化に基づく教材開発

の研究、また日本人 EFL 大学生を対象に、学生主体の学習への態度を調査し、

教師、学生自身、クラスメイトが授業の準備と指導に関与することで、学生の

言語獲得に対する認識がどう変化するかを明らかにする研究などが行われた。

２）主要な研究・教育業績

「原著論文」

1) Nishigaki S. Great Expectations: The Chain of Evil and Consolation. In M.

Matsuoka (Eds.), Dickens and the Anatomy of Evil: Sesquicentennial Essays (pp.

313-330). Athena Press. (2020)

2) Sheridan, R, Condon, B. Letting Students Choose: How Culture Influences Text

Selection in EFL Reading Courses. The Journal of Asia TEFL 17(2), 523-539.

(2020)

3) Tanaka, K.M, Sheridan, R, Tang, D, Kobayashi, J.M. Bridging Pedagogical Gaps

with Learner Agency. In P. Clements, A. Krause, & R. Gentry (Eds.), Teacher

efficacy, learner agency (pp. 115-126). Tokyo: JALT. (2020)

「学会発表」

1) Sheridan R, Tanaka K.M. Analyzing the Adaptability, Practical Benefits, and

Language Gains in Student-led Classrooms. The 17th Annual CamTESOL on

English Language Teaching: Actions and Innovations in Teaching and Learning.

カンボジア、プノンペン市、Virtual Conference. (2021)

「その他（書評）」

1） 西垣佐理「Jacob Jewusiak, Aging, Duration, and the English Novel: Growing

Old from Dickens to Woolf」『ディケンズ・フェロウシップ日本支部年報』

第 43 号、59−64 頁。(2021)



４）各種委員会委員などの兼務業務

1) 日本ギャスケル協会 『ギャスケル論集』編集委員長（西垣）

2) ディケンズ・フェロウシップ日本支部 VOD 担当理事補佐（西垣）

3) 全国語学教育学会大阪支部の企画委員長（シェリダン）

4) 全国語学教育学会大阪支部 Osaka JALT Journal 編集員（シェリダン）

5) University of Toronto (トロント大学) Textbook Manuscript Reviewer（シェリ

ダン）

6) The National University of Columbia（コロンビア国立大学）, Profile: Issues in

Teachers' Professional Development Journal 23 (1) Reviewer （シェリダン）

7) 近畿大学全学共通教育機構「教養・外国語教育センター紀要（外国語編）

第 11 巻 第 2 号・レビューアー（シェリダン）

8) 全国語学教育学会大阪支部 Kobe JALT Journal 第 3 巻・レビューアー（シ

ェリダン）

9) 大手前大学 IIE ジャーナル第 7 巻・レビューアー（シェリダン）


